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共同研究「消費者関連最新事例・判例研究」 
2015年度活動報告

� 研究代表　加賀山　　　茂

１．趣旨

　本研究会の趣旨は、複雑化・多様化の様相を深める消費者問題に関する最新の事例および判例
をピックアップして、民法、消費者法、経済法等の観点から問題点を分析し、問題解決のあり方
を検討することである。

２．共同研究者（敬称略）

　加賀山茂（研究代表者：民法、消費者法）、長井長信（本学法学部：刑法、経済刑法）、圓山茂
夫（本学法学部：消費者法）、角田真理子（本学法学部：消費者法）、穴沢大輔（本学法学部：刑
法、経済刑法）、福田清明（本学法科大学院：民法）、深川裕佳（東洋大学法学部准教授：民法）、
上杉めぐみ（愛知大学法学部准教授：民法、消費者法）
　研究会には、倉重八千代（本学法学部准教授）、渡辺靖明（本学法学部非常勤講師、法政大学
人間環境学部兼任講師）、山里盛文（本学法科大学院付属研究所研究員）等にも参加いただいた。
なお、以下の活動状況も含めて、肩書は2015年度当時のものである。

３．活動状況

　研究会を６回行い、2015年９月に研究合宿を行った。

第１回研究会　2015年４月11日（土）
　研究報告：加賀山　茂（本学法学部教授）
　　　　　　「割賦販売・クレジット販売の『第三者のためにする契約』による再構成
　　　　　　―最高裁平成２年、平成23年判決の徹底的な批判―」

第２回研究会　2015年６月20日（土）
　研究報告：上杉　めぐみ（愛知大学法学部准教授）
　　　　　　「イギリスでの電話勧誘・メール規制について
　　　　　　―日本のＤo-not-call制度創設に向けての手がかりとして―」
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第３回研究会　2015年７月25日（土）
　報告：渡辺　靖明（本学法学部非常勤講師、法政大学人間環境学部兼任講師）
　　　　「廃棄物処理法違反の罪をめぐる刑事裁判例の整理
　　　　―『廃棄物』とその『再生』との関係及び不法投棄罪の成否を中心として―」

〔研究合宿〕　2015年９月14日（月）～15日（火）於：ラフォーレ修善寺
　研究報告：加賀山　茂（本学法学部教授）
　　　　　　「民法（債権関係）改正の概要と問題点」

　研究報告：櫻井　成一朗（本学法学部教授）
　　　　　　「ネットワークセキュリティ―なぜコンピュータは侵入されるのか―」

　研究報告：穴沢　大輔（本学法学部准教授）
　　　　　　「電子計算機使用詐欺罪について」

　研究報告：深川　裕佳（東洋大学法学部准教授）
　　　　　　「口座振込みによる支払いの弁済的効力」

第４回研究会　2015年10月10日（土）
　消費生活相談フォローアップ講座
　公開講座「最近の決済サービスの動向と課題―プリペイド決済を中心に―」
　　10：30～12：00　講演�「最近の決済サービスの動向」
　　　　　　　　　　講師��山本　正行�（山本国際コンサルタンツ代表・関東学院大学講師）
　　13：00～16：00　パネルディスカッション
　　　　　　　　　　「クレジットカード、電子マネーの紛争解決を進める交渉方法の事例研究
　　　　　　　　　　―消費者側、事業者側の異文化コミュニケーション―」
　　　　　パネラー　山本　正行（同上）
　　　　　　　　　　長谷川　恭男（消費者決済研究所代表）
　　　　　　　　　　小林　真寿美（独立行政法人国民生活センター相談部、本学非常勤講師）
　　　　　司会進行　圓山　茂夫（明治学院大学法学部准教授）

第５回研究会　2015年12月12日（土）
　研究報告：長井　長信（本学法学部教授）
　　　　　　「営業秘密侵害事件（刑事関係）の現況について」

　研究報告：波多江　久美子（本学法科大学院教授）
　　　　　　「労災保険法に基づく遺族補償年金の損益相殺的調整
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　　　　　　―最高裁平成27年３月４日大法廷判決を中心に―」

第６回研究会　2016年１月９日（土）
　研究報告：�櫻井　成一朗（本学法学部教授）
　　　　　　「Ｗebアプリケーションのセキュリティ」
　研究報告：山里　盛文（本学法科大学院附属研究所研究員）
　　　　　　「契約と情報」

　本共同研究で報告・検討した内容について、論考等として公表されたものとして、
・穴沢　大輔　　「判例研究　電子計算機使用詐欺罪成立のを認めた―事例
　　　　　　　　（横浜地判平成27年６月９日LEX/DB25447348）」
　　　　　　　　上智法学論集59巻３号（2016年２月）369-374頁
・上杉　めぐみ　「イギリスでのNuisannce�Callへの取組み」
　　　　　　　　愛知大学法経論集204号（2015年）229-250頁
・深川　裕佳　　�「預貯金口座に対する振込みによる弁済の効果－フランスにおける近年の論考

を参考にして（１）（２）（３・完）」
　　　　　　　　�東洋法学59巻１号（2015年７月）84-62頁、59巻２号（2016年１月）291-354頁、

59巻３号（2016年３月）
　　　　　　　　「批判（名古屋高判平27・１・29）」
　　　　　　　　私法判例リマークス52号（2016年２月）42-45頁
・山里　盛文　　「契約と情報―情報の提供と収集―」
　　　　　　　　明治学院大学法科大学院ローレビュー24号123-145頁
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